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第 34 回東京 PD 研究会 

 

Let’s join and enjoy PD チーム 

～未来に向けたＰＤ診療～ 

 

プログラム 

日 時：令和 7 年 5 月 24 日(土) 14:00～18:05 

場 所：東京医科大学病院 9 階 臨床講堂 

東京都新宿区西新宿 6－7－1 

 

当番幹事: 

東京医科大学 腎臓内科学分野 菅野義彦 

 

＊研究会終了後に情報交換会を企画しております。 

 

研究会への参加および情報交換会への参加事前登録をよろしくお願いいたします。 

 
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=uzewTR5_oECt0t9KYHnSB

NgLSdE0cNFJr_RJIkZxrghUOVFRVzBVREk2WDIyQzJZN0c3VkZHVUoyRy4u 

 

共催：東京 PD 研究会  株式会社ヴァンティブ 

URL:https://sspd.tokyo/ 
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ご 案 内 

 

受付開始 ： １３：３０～  

受付場所 ： 東京医科大学病院 9 階 臨床講堂  

東京都新宿区西新宿 6-7-1 

 

会費 ： 医師・企業関係者 3,000 円、 レジデント・コメディカル 1,000 円 

※ 本研究会は日本腎不全看護学会認定ポイント対象研修で、慢性腎臓病療養指導看護師 

（CKDLN）における受験や更新のためのポイント（参加 3 ポイント、筆頭発表者 5 ポイント、  

共同発表者 1 ポイント、座長 2 ポイント）を取得できます。 

   

演者の方へ 

※ 一般演題は発表７分、質疑３分でお願いします。(時間厳守でお願いします) 

※ スライドは Microsoft PowerPoint（Windows のみ）で作成をお願いします。 

※ スライドの事前提出は必要ありません。 

※ 当日、発表データを USB メモリでお持ちください。 

 

   ご参加の方へ 

※ 研究会終了後に 18 時 20 分より「レストラン青山」にて情報交換会を予定しております。 

※ 会費：2000 円 
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交通アクセス 

 

 

 

東京メトロ丸ノ内線 
西新宿駅（東京医大病院前）下車 

2 番出口 または Ｅ５番出口よりすぐ 

都営大江戸線 
都庁前駅 下車 

A7 番出口より徒歩約７分 
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東京 PD 研究会 

 

最高顧問  佐中 孜，多川 齊，横山 啓太郎 （五十音順） 

 

顧  問   秋澤 忠男，乳原 善文，岡田 一義，窪田 実，栗山 哲，栗山 廉二郎， 

篠田 俊雄，中尾 俊之，原 茂子，本田 雅敬  （五十音順） 

 

代表幹事   本田 浩一 

 

幹  事   阿部 雅紀，井尾 浩章，石橋 由孝，今井 早良，大沼 裕美，菅野 義彦， 

古賀 祥嗣，酒井 謙，酒井 行直，丹野 有道（企画部長），内藤 省太郎， 

中田 純一郎，幡谷 浩史，丸山 之雄，三瀬 直文 (監事) ，森本 耕吉， 

和田 健彦 （五十音順） 

 

賛助会員   株式会社ヴァンティブ，株式会社ジェイ・エム・エス， 

協和キリン株式会社，シスメックス株式会社、テルモ株式会社      

（五十音順） 

                                                              

事務局     東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科 松尾 七重 
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プログラム 
１４時００分−１４時０５分   

開会の挨拶 当番幹事  菅野義彦 東京医科大学 腎臓内科学分野 

 

１４時０５分−１４時３５分   

一般演題Ⅰ （発表７分、質疑３分）  

座長：梶山 友紀子 仁生社江戸川病院  

鈴木 智子 日本医科大学付属病院 

 

１． スタッフ教育と啓蒙活動 

鏑木 ゆう子  日本財団在宅看護センター ひまわり  

２． PD 領域における臨床工学技士の関わり―当院の取り組みと現況―  

元山 勇士  善仁会グループ 吉祥寺あさひ病院 

３． 当院の腎代替療法選択実施患者への意思決定支援と分析～腹膜透析普及への取り組みに

ついて～  

林 裕子  東京医科大学病院 人工透析センター 

 

１４時３５分−１５時０５分   

一般演題Ⅱ （発表７分、質疑３分）  

座長：今井 早良  日本赤十字社医療センター 血液浄化センター  

高橋 千恵子  東京医科大学病院 人工透析センター 

 

４． 腎代替療法選択外来における継続看護の実現に向けた取り組み  

佐藤 美優  東京科学大学病院 血液浄化療法部 

５． 自動腹膜透析のアラーム調査：アラーム低減に向けた臨床工学技士の取り組み  

木村 敦志  順天堂大学医学部附属練馬病院 臨床工学室 

６． 訪問看護における Assisted PD の実際と課題   

片岡 今日子  日本財団在宅看護センター ひまわり 

 

～休憩５分～  
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１５時１０分−１５時５０分 

一般演題Ⅲ （発表７分、質疑３分）  

座長：古賀 祥嗣 仁生社江戸川病院 

内藤 省太郎 東京科学大学病院 

 

７． 腹膜透析から血液透析へ移行後に Gordonia hongkongensis による腹膜炎を呈した一例  

美馬 友紀 昭和医科大学医学部 内科学講座腎臓内科学部門 

８． 腹膜透析+血液透析併用療法患者に発症した非閉塞性腸管虚血(NOMI)の一例 

小泉 美波 東京医科大学八王子医療センター 腎臓病センター 腎臓内科 

９． 腹膜透析カテーテル出口部に対する患者自己評価の正確性に関する検討 

石井 晴奈  順天堂大学医学部腎臓内科 

１０．当院の腹膜透析・血液透析併用療法における 4 年予後および患者の主観的評価 

山田 英行  東邦大学医学部 腎臓学講座 

 

～休憩５分～  

１５時５５分−１６時２５分 

一般演題Ⅳ （発表７分、質疑３分）  

座長：酒井 謙 東邦大学医学部 腎臓学講座  

宮岡 良卓 東京医科大学 腎臓内科学分野 

 

１１．尿毒症様症状を呈した長期腹膜透析患者の一例  

笠原 千晶  日本赤十字社医療センター 

１２．1 型糖尿病を原疾患とする末期腎不全患者 5 例における腹膜透析導入後の経過とその比較   

椎名 裕城  東京慈恵会医科大学附属病院 腎臓・高血圧内科 

１３． 腹膜透析患者におけるグリコアルブミンと血液透析への移行リスクの関連 

千種 尚紀  慶應義塾大学医学部 腎臓内分泌代謝内科  

 

～休憩５分～ 
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１６時３０分−１７時１０分  

一般演題Ⅴ （発表７分、質疑３分）  

座長： 三瀬 直文  三井記念病院 腎臓内科 

丹野 有道 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 腎臓・高血圧内科  

 

１４．献腎登録中にチルゼパチドを導入した腹膜透析患者の一例  

荒井 太一 東邦大学医学部 腎臓学講座 

１５．腹膜透析患者においてオーラルフレイルが身体的フレイル，低栄養に与える影響について 

小林 悠  日本大学医学部附属板橋病院 腎臓高血圧内分泌内科  

１６．腹膜透析に伴う腹膜障害の進展における Transglutaminase2 の関与 

久能木 俊之介 日本医科大学大学院医学研究科 内分泌代謝・腎臓内科学分野 

１７．End of life care としての腹膜透析医療の意義  

‐緩和的腹膜透析および PD last の観点から‐ 

衣笠 哲史  日本赤十字社医療センター腎臓内科 

 

～休憩５分～ 

 

１７時１５分－１７時５５分  特 別 講 演  

座長：菅野 義彦  東京医科大学 腎臓内科学分野  

   「未来のあるべき PD 療法」 

森本 耕吉 先生 慶應義塾大学医学部 腎臓内分泌代謝内科 助教 

 

１７時５５分－１８時０５分  

優秀演題 表彰 代表幹事  

本田 浩一 昭和医科大学医学部 内科学講座腎臓内科学部門 

閉会の挨拶  次回当番幹事  

酒井 行直 日本医科大学大学院医学研究科 内分泌代謝・腎臓内科学分野 

 

１８時２0 分－ 

情報交換会 
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謝 辞 

 

第 34 回東京 PD 研究会の開催にあたり、多くの企業より多大なるご支援・ご協力を賜りました。 

ここに深甚なる感謝の意を表します。 

 

第 34 回東京 PD 研究会 

当番幹事 菅野 義彦 

協賛企業 

アストラゼネカ株式会社 

医療法人社団 松和会 

医療法人社団 善仁会グループ 

株式会社ヴァンティブ 

株式会社ジェイ・エム・エス 

協和キリン株式会社 

シスメックス株式会社 

テルモ株式会社 

東レ・メディカル株式会社 

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 

（五十音順） 
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